
 

三原市立久井中学校

改善方策

１０月  1月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

生徒アンケート「学級の生徒
との間で話し合う活動を通じ
て自分の考えを深めたり広
げたりすることができていま
すか」の肯定的評価の割合

80％ 89.4% 100.0% Ａ

子供たちが対話を通して、考えや表現を向
上させる場を設定した授業研究を全教科で
実施した。また、学び合いの実態について、
具体的に生徒を見取り、校内研修で情報共
有や協議を行ったことで、各教科の授業改
善や共に学ぶ合う集団作りにつながった。

標準学力検査・生徒アンケートの情報共有
や研究協議を継続して行い、授業改善につ
なげる。そして、ファシリテートをしながら個
別に生徒を支援をしていくことにより、自ら
学ぶ中で学力を向上することができるよう
にしていく。

〇

〇外部講師を活用し
た授業研究を更に充
実させてほしい。
〇R80の取組の成果
に期待する。

実力テスト（年間2回実施）の
平均点

県平均
以上

1年：－45点
2年：＋31.1
点
3年：－7.7点

33.3% D
中学１年生と中学３年生が県平均を下回っ
た。特に、１年生は県平均との差が大きく、
学力をつけるために支援が必要である。

生徒理解・Ｃ層の生徒への支援の観点から
研究授業の参観と事後協議の実施を継続
する。また、R80を全教科で実施し、授業改
善につなげる。さらに、自習室を開設し学習
機会を提供する。

〇

〇学力の差が気にな
ります。県平均を目指
してほしい。
〇学力向上の取組に
期待する。

家庭学習の充
実

○久井中ノートの活用（自主学習
ノート）
○家庭学習の習慣化への働きかけ
〇家庭学習の量（時間）の設定
〇家庭学習の質の向上

生徒アンケート「以前と比べ
て、家庭学習時間が増えま
したか」の前回評価との比較
において増えた生徒の割合

80％
比較対象

なし
比較対
象なし

比較
対象
なし

前期アンケートにおいて「１日何時間家庭
学習をしていますか。」に対して、１時間以
上と回答した生徒の割合はそれぞれ１年生
69.2％、２年生56.8％、３年生62.5％だった。
しかしながら、２時間以上と回答した生徒は
7..7％、16.2％、21.9％と学年が上がるごと
に増えている。

今年度から、久井中ノートに自主学習の
ページを設け、生活記録と自主学習を一体
化して行うことができるようにした。また、家
庭学習の効果を上げために、質と量の両方
の観点から改善する必要がある。各学級で
の学級活動や各教科において自主学習の
進め方を指導する。

〇
〇「久井中ノート」の
更なる充実に期待す
る。

保護者アンケート「本校の教
育活動に満足している」の肯
定的評価の割合

80％ 92.6% 100.0% A
すぐーるを利用して、各種たよりや保護者
宛の文書等の積極的な配信を行ったことが
成果に繋がった。

引き続き、保護者・地域に向けての丁寧な
情報発信をおこない、地域と共にある学校
として信頼される学校づくりを推進する。

〇
〇学校だよりが充実
してきている。

時間外の在校時間　月45時
間以内の職員の割合

100％ 57.1% 57.1% D

教職員16名の4月から9月末までの在校時
間45時間以内の割合が57.1％であった。休
日の部活動指導等で、在校時間が増える
ため、年間を通して、見通しをもって業務を
行うことが課題である。

・超過勤務が増加傾向にある職員への、呼
びかけを通しての意識改革。
・準衛生委員会や学校経営会議等で、教職
員の心身の状態を情報交換し、現在の状
況を把握することで効果的な声かけをして
いく。

〇

〇業務が多く大変だ
と思いますが、身体が
大切です。無理のな
いようにしてほしい。
〇部活動との両立が
課題となる。

87.5% 100.0% A
男女ともに一種目以外は、県平均以上だっ
た。結果から、筋力、持久力に課題がある
と分かった。

50％
以上

生徒アンケート「学校行事へ
の満足度」の肯定的評価の
割合

90％

働
き
方
改
革
の
推
進

健
や
か
な
身
体
の
育
成

ワークライフバ
ランスの確立

開かれた学校
づくり

教職員の資質
向上

不祥事根絶

長時間勤務の
縮減

○積極的な情報発信
○上限目安時間を超えない時間管
理（45時間/月）
○週1回（水曜日）の定時退校日の
徹底
○ボトムアップによる業務改善
○働く者の意識改革・醸成（ワーク
ライフバランス）

体力向上と健
康教育の推進

○９カ年を見通した体力つくりのカリ
キュラムに基づく体育科授業の工夫
改善
○体力テストの分析結果をもとに、
個々の課題克服のための具体的な
運動の推奨
○｢金のルール｣等に基づく生活指
導（早寝、早起き、朝ご飯、食に関
する関心の向上）

新体力テストの
分析による重
点課題への取
組

健康教育・食育
の推進

不登校の未然
防止

地域貢献意識
の向上

○ＳＳＲの活用、相談体制の充実、
小中連携の充実
○生徒指導の三機能を活かした指
導（積極的な生徒指導）
○生徒会活動の活性化（自治能力
の育成）
○校則の見直し
○自主参加による地域ボランティア
活動の充実

豊
か
な
心
の
育
成

自己肯定感が
高い心豊かな
子供の育成

（10月）「体力・運動能力調
査」で令和５年度県平均以
上の種目の割合

（1月）「体力・運動能力調査」
で令和６年度県平均以上の
種目の割合（１月）

ｂ　経営理念 （ミッション ・ ビジョン）

○子供たちが対話を通して、考えや
表現を向上させる場の設定
○ファシリテートを意識した授業の
実施
○R80（ｱｰﾙｴｲﾃｨｰ）による振り返り
○実力テストや生徒アンケートに基
づく授業改善
○学習用端末の効果的な活用によ
る授業改善
○小中連携による授業研究

令和６年度　　学校評価表

評価計画

ｅ　目標達成のための方策
ｇ

目標値
ｆ　評価項目・指標

自ら学ぶ中で
の学力向上

共に学び合う
集団づくり

確
か
な
学
力
の
育
成

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

主体的・対話的
で深い学びの
創造

ａ　学校教育目標 　ふるさとを愛し、鍛えよ 『 知・徳・体 』

コメント
ｋ

結果と課題の分析

校番（　中29　）

自己評価 l  学校関係者評価

【ミッション】（自校の使命）　　・社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）   ・主体的な学びが育まれる学校　　・夢や志があり、誰もが通ってみたい学校
　　　　　　　　　　　　　　　　  　・地域の活力の源として、信頼される学校

（　中間 ・ 最終　）

ｉ
達成度

ｊ
評価

改善方策
評 価

95.3% 100.0% Ａ

前期の生徒アンケートにおいて、1学期に
行った学校行事（生徒会オリエンテーショ
ン、部活動体験入部、自衛隊による防災訓
練、体育大会等）の満足度について肯定的
評価だった生徒の割合は、1・2年生100％、
3年生は91％であった。3年生は生徒会執
行部として行事の計画・運営を担っている
生徒が多く、各行事について自分事として
厳しく振り返っているためと推測できる。

【 ｊ ： 自己評価　評価】
  Ａ ：１００≦（目標達成）　　　 　　 Ｃ ：６０≦（もう少し）＜８０
  B ：８０≦（ほぼ達成）＜１００ 　  Ｄ ：（できていない）＜６０

           【 ｌ ： 学校関係者評価　評価】
                     イ：自己評価は適正である

                                               ロ：自己評価は適正でない   ハ： わからない

〇

〇SSR教室があること
により、皆が学べるこ
とができてとても良い
と思った。
〇自己肯定感を高め
るために、自信を持た
せる取組をしてほし
い。
〇ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の充
実をさらに進めてほし
い。

〇

〇部活動の充実に期
待している。
〇県駅伝大会への出
場は大きな成果だと
思う。

行事への満足度や「自分を向上させるため
にがんばっています」の項目に肯定的に答
えた生徒は89％と高いが、「自分は、まわり
の人から認められていると思います」の肯
定的評価は82％となっている。日々の学校
生活において、教職員からの肯定的評価を
伝えていくことや行事後の振り返り時に、他
学年や仲間についてメッセージを送るな
ど、まわりからの良い評価を受ける機会を
増やしていく。

保健体育の授業において、単元に即した補
強運動を継続的に取り入れていく。また、ク
ロムブック等を積極的に活用して自分の動
きや記録を振り返る活動を取り入れていく。


